





















































































































































































































































































子 どもを捕 まえる活軸を通 して,子 どもは
｢5｣という集合牧を体験的に無理なく理解
するものと思われる.
同様に､第 1学年で加法や滅法の意味を理
解させる場合､運軌鳩での ｢屯車ごっこ｣が
考えられる.今までの算数の授業では,机の
上でフロックを操作 して加法や滅法が用いら
れる場面を理解を図っていた.しかし､｢算数
的活動｣正視の新しい授業では､机や教室を
離れた作業的 .体験的活動を開発し､工夫す
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る必要がある｡児童は屯車ごっこを果しむ括
軌の中で､喝車に乗り降りする子どもの人款
の増減に者目し ｢増加の場合の加法の意味｣
や ｢求残の場合の減法の意味｣を理解する上
での基礎となる歎丘の増減中条を経験的に理
解し､加減法の意味を容易に習得すると思わ
れる｡
T J7,.
.
また､第1学年で円や四角等の意味を捉え
る場合 身の回りの類や空き缶を使った ｢お
絵かき遊び｣を取り込むことが考えられる｡
籍の形の四角の面を写し取ってテレビの絵や
自動車の絵を描くことで､四角という図形の
特徴を効果的に抽出することができる｡この
経験は､四角形の意味を理解する上での基礎
的な固形学習であると考えられる｡
(2)政義や図形の佐貫やE理を兄いだすた
め
｢耳故的活動｣は､数量や図形の性臥 計
算の原理を理解しやすくする役割をもつ｡
例えば､合同な三角形を敷き掠めて幾何学
的な模様づくりをする糸しい ｢算数的活動｣
が考えられる.この敷き酷め活動には1
･牡何学的な模様美しきを感得するため
･平面の広がりを舌鼓するため
･図形の性質を理解するため
の3つがある｡この第3番目のねらいに蕃目
し.楽しみながら三角形の敷き暗め学習をす
るなかで.1点の周りに三角形の3つの角が
集まっていることに着目できるようにする｡
そうすれば,三角形の内角の和が180度に
なっているという図形の性質に容易に気付か
せることができると考える｡
図2 図形の性質を兄いだす敷き詰め
(3)欺JLや図形感発を豊かにするため
｢井数的活動｣は､｢作る｣｢拝す｣｢胡ぺ
る｣などの作業的･体験的な活動を楽しむ中
で､牧量や図形の感覚を豊かにする役割をも
つ.
例えば､第3学年の重さの量感を丑かにす
る ｢算数的活動｣が考えられる｡
第1の ｢井故的括軌 は､砂境での1kgづく
りがあろう｡1000g-1kgと親板とチ
ョークだけで救えられても,1kgのt感は
分からない｡
第2の r井敦的活動｣は､砂場で1kgづ
くりの経験を生かして1kgの量感を拠り所
に,身の回りで五さが2kg～3kgの間に
あるものを探す活動が考えられる｡こうした
r井牡的活軸｣により､重さについての量感
兜を桝ますことができる｡
また.第1学年で､空き箱や空き缶を使っ
て自動車や家をつくる ｢積み木遊びJは､斑
形感光を育成できることができる｡すなわち､
楽しんで積み木遊びをする中で,子どもはも
のの形を抽象したり､｢積み易い｣｢転がり易
い｣等の図形の横能に気付いたりし,図形感
光を伸ばしていくものと考える,
(4)表現･処理能力を伸ばすため
｢算牡的活動｣は､歎最や図形についての
表現･処理能力を伸ばす役割をもっている｡
例えば､かけ算九九の習熟を図る輪台.楽
しく取り組める ｢算数的活動｣を工夫する必
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要がある｡かけ芽九九は､3年以降に学習す
るかけ耳やわり耳の基礎となる重要な内容で
あるが､単調な九九カー ドを使ったスキル学
習だけでは飽きてしまう｡
そこで,｢輪投げ｣｢ルーレットゲーム｣な
どのゲームを通して､兼しく計井技能の定着
や習熟を図るZ夫をすることが肝要である｡
また､コンパスを使って､｢円の模様づくり｣
をする ｢耳敗的活動｣が考えられる｡この模
様づくりは､円の幾何学的な模様の美しきを
味わわせると同時に.図形の作図能力の基礎
として､コンパスの操作技能を薬しみながら
高めることができるものと考える｡
5 ｢算牧的活動｣になる要件
どんな体験的 .作業的活動でも､｢算数的活
動｣になるかというと､そうではない｡政教
や図形の概念形成や原理 .法則の発見につな
がる作業的 ･体牧的括軌でなければ ｢井散的
活動Jとはいえない｡
そこで.r耳数的活動｣といえる括】剛ま､次
のような要件等を沸たす作業的 ･体政的な括
軌であると考える｡
Q)子どもが数量や図形への興味 ･関心を引
き出すことのできる作業的 ･体験的活動
であること｡
②救tや図形の意味や性質の理解の素地と
となる経験を豊かにすること.
Q)数量や図形の意味の理解や原理 .法則を
兄いだすことに結びつくこと｡
④能力差に余り関係なく､どの児童も楽し
数量や図形に関わることのできる体故的
･作業的活動であること.
⑤身近な具体物を使って簡単に数や図形に
関わることのできる体験的 .作業的活動
であること｡
⑥児皇自らが作業的 .体吸的活軌を通して､
算数のよさを実感的に味わうことができ
ること｡
⑦芽数で学習したことを､実生活に活かす
ことができるような作業的 ･体牧的活動
であること｡
6 r算牧的括動｣を生かすための留意点
(1)｢幕政的活動｣の吟味をする
｢井数的活動｣には､長方形を敷き詰める
r模様づくり｣のような活動自体が.昇政の
目襟になっている場合と､そうでない場合が
ある｡
後者の場合,｢井軟的活軌｣を取り入れるね
らいや役割を明確にするとともに､作業的 ･
体験的活動が5で述べた ｢算穀的活動｣にな
る要件を満たすものになっているかどうかを
吟味し､敷皮や図形の学習と無綾な活動に鵜
始しないように注意する必要がある｡
(2)算数的活動の内面化を図る
内面化する必要性のある代表的な ｢井数的
活動｣の例の一つに､｢屯ヰごっこ｣がある｡
｢電車ごっこ｣を取り込んでも､単に休漁
するだけでは,不十分である｡それは,単な
る体験に終始するようでは､歎丑の増強を意
親しに(いからである｡
そこで,
･意図的に.｢碓卑ごっこ｣をする中で､｢2
人降りて､3人乗ってきたよ｣と声だし
して遊ばせる｡
･黒板に ｢電車ごっこ｣を再現し､乗り降
りに伴う人の増減を半具体物のフロック
等に肥き換えて操作し,赦免の増減を老
親化する｡
など.｢耳散的活動｣を内面化することが大切
である｡
こうすることにより.子どもは ｢馬車ごっ
こ｣という ｢井政的活動｣を新しく学習する
加法 ･滅法の意味に結びつけることができや
すくなるものと考える｡
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(3)｢昇牧的活動｣と ｢政や図形の放理｣と
の橋渡しの過程を大切に
現行の学習指導要鎖が重視する操作的活動
を取り入れた授業の課題は.操作的括助が思
考と遊離する点にあるDこれと同様なことが
r算数的活動｣を取り入れる場合にも考えら
れる｡
すなわち､｢算数的活動｣と理想化したい
｢敷､数式.図形｣が遊促してしまうことが
危倶されるのである｡それほど､子どもにと
っては.｢井数的活動｣と抽象的な ｢欺,数式
図形｣との間の柄は大きいものがある｡
例えば.第1学年の ｢電串ごっこ｣と ｢た
し算 ･ひき井の意味｣との間には満があり､
両者が直ちに結びつくとは限らないのである｡
そこで.｢井敦的活動｣と抽象的な ｢政や図
形の数理｣との間を楕渡しの役割をする萌を
設定することが重要となる｡
樟渡し
例えば､第1学年で rq!串ごっこ｣を取り
込んで加法の意味を理解できるようにする授
業では､絹渡しの喝として.次のような現を
設定することが重要であると考える｡
橋渡しの堀
｢電車ごっこ｣の中で､意図的に車革役
を決め､｢2人降りて.3人乗ってきま
す｣と､声だLLながら遊ばせる鳩の
設定
｢電車ごっこ｣での乗り降りする子ども
の人数の増減を､半抽象的なブロック
に置き換えて操する萌の設定
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